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第
三
十
四
回「
し
れ
と
こ
産
業
ま
つ
り
」

（
主
催
＝
し
れ
と
こ
産
業
ま
つ
り
実
行
委

員
会
）
が
九
月
二
十
二
日
㈰
、
青
空
の
も

と
み
ど
り
工
房
し
ゃ
り
特
設
広
場
で
今
年

も
「
知
床
の
大
地
と
海
の
恵
み
に
感
謝
」

を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
た
。

九
時
三
十
分
よ
り
斜
里
中
学
校
吹
奏
楽

部
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
演
奏
で
ス
タ
ー
ト
。

午
後
十
時
か
ら
の
特
産
品
販
売
開
始
前
か

ら
多
く
の
人
が
各
ブ
ー
ス
に
並
び
賑
わ
い

を
見
せ
て
い
た
。
最
終
的
に
１
万
２
千
人

が
来
場
し
、
秋
の
味
覚
を
楽
し
ん
だ
。

商
工
会
か
ら
は
、
今
年
も
青
年
部
と
女

性
部
が
参
加
。
青
年
部
で
は
、「
の
ん
び

り
焼
肉
コ
ー
ナ
ー
」
を
担
当
し
、
た
こ
焼

き
・
焼
き
鳥
・
フ
ラ
イ
ド
ポ
テ
ト
・
ビ
ー
ル
・

ト
ロ
ピ
カ
ル
ジ
ュ
ー
ス
・
か
き
氷
を
販
売

し
た
。
女
性
部
は
、
お
好
み
焼
き
・
お
で

ん
・
お
弁
当
や
部
員
た
ち
の
お
店
の
自
慢

の
品
な
ど
を
持
ち
寄
り
販
売
し
た
。

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
シ
ョ
ー
「
獣
電
戦
隊
キ
ョ
ウ
リ
ュ
ウ

ジ
ャ
ー
シ
ョ
ー
」
が
二
回
行
わ
れ
、
ち
び

っ
子
た
ち
が
大
き
な
歓
声
を
上
げ
喜
ん
で

い
た
。
十
一
時
三
十
分
か
ら
の
演
歌
歌
手

「
石
井
詢
子
コ
ン
サ
ー
ト
」
で
は
、
多
く

の
方
が
歌
声
に
聞
き
入
っ
て
い
た
。ま
た
、

今
年
は
沖
縄
県
竹
富
町
と
の
姉
妹
町
盟
約

四
〇
周
年
を
記
念
し
竹
富
町
の
方
々
が
来

町
さ
れ
ス
テ
ー
ジ
上
で
踊
り
や
歌
の
民
族

芸
能
が
披
露
さ
れ
た
。
さ
ら
に
こ
の
盟
約

を
記
念
し
来
運
の
水
で
作
っ
た
特
製
泡
盛

三
〇
〇
本
が
会
場
で
先
行
販
売
さ
れ
た
。

ス
テ
ー
ジ
横
で
は
、
ウ
ト
ロ
温
泉
ペ
ア

宿
泊
券
な
ど
当
た
る「
お
楽
し
み
抽
選
会
」

（
先
着
五
〇
〇
名
）
が
行
わ
れ
、
当
た
り

は
ず
れ
に
一
喜
一
憂
し
て
い
た
。「
海
と

大
地
で
遊
ぶ
」
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
ほ
っ
き

釣
り
・
た
こ
や
さ
け
の
つ
か
み
ど
り
で
親

子
連
れ
が
楽
し
ん
で
い
た
。　

ま
た
、
農

業
振
興
セ
ン
タ
ー
で
は
「
知
床
盆
栽
展
」

も
開
か
れ
て
い
た
。　
　
　
　
　
（
棚
山
）

第34回しれとこ産業まつり

女性部（左）青年部（右）ともに新メニューで出店！

個
人
の
白
色
申
告
者
の
う
ち
前
々
年
分

あ
る
い
は
前
年
分
の
事
業
所
得
、
不
動
産

所
得
又
は
山
林
所
得
の
金
額
の
合
計
額
が

３
０
０
万
円
を
超
え
る
方
に
必
要
と
さ
れ

て
い
た
記
帳
と
帳
簿
書
類
の
保
存
が
、
平

成
26
年
１
月
か
ら
は
、
こ
れ
ら
の
所
得
を

生
ず
べ
き
業
務
を
行
う
全
て
の
方
（
所
得

税
の
申
告
の
必
要
が
な
い
方
を
含
み
ま

す
。）
に
つ
い
て
必
要
と
な
り
ま
す
。

記
帳
・
帳
簿
等
の
保
存
制
度
や
記
帳
の

内
容
の
詳
細
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp

://w
w

w
.n

ta.go
.jp

）
に
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
税
務
署
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平
成
26
年
１
月
か
ら
、記
帳
・
帳
簿
等
の

保
存
制
度
の
対
象
者
が
拡
大
さ
れ
ま
す
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工
業
部

会
（
山
本

勝
部
会

長
）で
は
、

9
月
10
日

～
11
日
の

日
程
で
、

職
場
の
安

全
管
理
・

労
務
改
善

等
に
関
す

る
事
項
や

企
業
の
先

進
技
術
・

生
産
ラ
イ

ン
等
に
つ
い
て
の
研
修
を
、
音
更
・
芽
室
・

幕
別
町
に
お
い
て
実
施
し
た
。

１
日
目
は
、
北
海
道
製
鎖
㈱
を
視
察
。

タ
イ
ヤ
チ
ェ
ー
ン
の
製
造
メ
ー
カ
ー
は
全

国
７
社
、
道
内
で
は
１
社
の
み
。
こ
こ
で

は
、
一
本
の
ワ
イ
ヤ
ー
を
加
工
し
て
チ
ェ

ー
ン
と
な
り
、
タ
イ
ヤ
に
付
け
る
た
め
の

加
工
が
さ
れ
る
。
出
荷
先
は
ほ
と
ん
ど
が

道
外
で
、
北
海
道
は
タ
イ
ヤ
に
ピ
ン
が
打

て
る
地
域
で
あ
り
道
路
事
情
が
良
い
た
め

チ
ェ
ー
ン
の
使
用
は
極
め
て
少
な
い
が
、

東
北
は
ピ
ン
が
打
て
な
い
地
域
で
あ
る
た

め
、
一
番
多
い
出
荷
先
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
知
的
障
害
者
を
積
極
的
に
雇
用
し

て
お
り
、
従
業
員
40
名
の
う
ち
９
名
が
知

的
障
害
者
で
あ
る
。
社
長
は
、
障
害
者
が

社
会
に
出
る
こ
と
が
重
要
だ
と
訴
え
、
経

済
界
に
も
呼
び
か
け
を
し
て
い
る
と
い
う
。

２
社
目
の
視
察
先
は
日
本
罐
詰
㈱
十
勝

工
場
。
明
治
乳
業
グ
ル
ー
プ
の
オ
ー
ト
メ

化
さ
れ
た
缶
詰
工
場
。
道
内
１
０
０
０
軒

の
契
約
農
家
か
ら
集
め
ら
れ
た
コ
ー
ン
を

加
工
し
て
い
る
。
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
缶
詰

は
、
約
35
日
間
の
製
造
ラ
イ
ン
と
な
る
。

オ
ー
ト
メ
化
さ
れ
た
工
場
と
は
い
え
、
人

手
が
多
く
か
か
り
従
業
員
も
多
く
必
要
だ

が
、
近
年
は
雇
用
の
確
保
も
厳
し
い
状
況

と
な
っ
て
い
る
と
い
う
。

２
日
目
に
は
、
㈱
テ
ク
ノ
ー
カ
本
部
。

敷
地
面
積
２
ha
・
栽
培
室
１
ha
・
準
備
室

０
・
２
ha
で
、
ほ
う
れ
ん
草
の
水
耕
栽
培

を
行
う
企
業
。
通
常
の
畑
は
２
ha
あ
っ
て

も
通
路
や
う
ね
に
よ
り
面
積
の
半
分
の
栽

培
と
な
る
が
、
こ
こ
の
水
耕
栽
培
で
は
２

ha
の
内
93
％
を
使
う
こ
と
が
で
き
る
。
夏

場
は
15
～
16
日
、
冬
場
は
50
日
～
60
日
で

収
穫
。
１
日
30
～
60
ｔ
の
水
を
ほ
う
れ
ん

草
が
吸
う
。
こ
れ
を
全
て
雨
水
（
８
０
０

ｔ
の
タ
ン
ク
）
で
賄
う
。
雨
水
に
は
約
30

種
類
の
成
分
を
い
れ
て
栽
培
し
て
い
る
。

出
荷
先
は
ほ
と
ん
ど
が
道
外
で
あ
り
、
通

常
の
時
期
で
は
な
い
時
期
に
出
荷
で
き
る

こ
と
と
、
北
海
道
産
の
知
名
度
も
あ
り
、

高
値
で
取
引
さ
れ
て
い
る
。

全
体
を
通
し
て
、
大
企
業
に
お
い
て
も

小
規
模
事
業
者
に
お
い
て
も
、
雇
用
確
保

の
問
題
や
障
害
者
の
雇
用
に
つ
い
て
も
参

考
と
な
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
近
隣
の
企

業
・
工
場
が
独
自
の
技
術
・
商
品
を
持
ち
、

全
国
で
も
数
少
な
い
分
野
で
活
躍
す
る
状

況
や
、
新
た
な
農
業
の
可
能
性
や
既
存
と

の
融
合
の
可
能
性
等
に
つ
い
て
も
と
て
も

工
業
部
会
視
察
研
修

業
㈱
）、宍
倉
勝
也（
星
印
刷
工
業
㈱
）、

佐
々
友
明（
㈱
中
田
建
機
）、中
村　

剛（
㈱

長
屋
工
業
）、津
田
順
也
・
高
橋
敏
幸（
北
海

羽
田
コ
ン
ク
リ
ー
ト
㈱
）中
花
繁
昌（
㈱
河

面
組
）、若
木
健
治（
㈱
野
尻
正
武
商
店
）、

高
橋
智
浩（
㈱
中
村
商
会
）、桑
島
康
夫
・
西

村
隆
浩（
㈱
丸
七
高
橋
組
）、手
戸
静
子
・
高

橋
宏
文（
㈱
開
発
工
業
）、榊
枝
尚
美（
シ
ド

ニ
ー
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
）、森
野
芳
則（
斜
里
バ

ス
㈱
）、三
好
文
雄
・
長
町　

猛（
㈱
美
咲
興

業
）、五
十
嵐
洋
子
・
岩
谷
美
子（
㈱
知
床
グ

ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
）

◦

20
年
…
…
植
木
義
則（
サ
ン
エ
イ
工

業
㈱
）、杉
江　

雄（
㈱
中
田
建
機
）、原　

健
治
・
伊
藤
和
博
・
八
幡
勝
美（
㈱
河
面

組
）、荒
木
秀
一（
㈱
野
尻
正
武
商
店
）、田

中
佳
恵（
住
友
生
命
保
険
相
互
会
社
斜
里

支
部
）、畑
山
洋
子
・
長
嶋
英
敏（
斜
里
バ
ス

㈱
）、福
井
直
樹（
㈱
知
床
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ

ル
）

◦
北
海
道
商
工
会
連
合
会
会
長
表
彰

植
木
義
則（
サ
ン
エ
イ
工
業
㈱
）、佐
藤
隆
・

吉
田
直
樹
・
佐
々
木
和
司（
㈱
開
発
工
業
）、

中
川
久
留
美（
㈲
タ
カ
ハ
シ
）、田
中
佳
恵

（
住
友
生
命
保
険
相
互
会
社
斜
里
支
部
）

◦
全
国
商
工
会
連
合
会
長
表
彰

加
藤
政
則
・
佐
藤
哲
夫（
星
印
刷
㈱
）、今

野
利
幸
・
岡
本
敦（
㈲
斜
里
印
刷
）、山
本
勉

（
サ
ン
エ
イ
工
業
㈱
）

※
平
成
25
年
５
月
中
に
各
事
業
所
へ
賞
状

及
び
記
念
品
を
持
参
し
、
事
業
所
よ
り
受

賞
者
へ
伝
達
。
北
海
道
商
工
会
連
合
会
長

表
彰
・
全
国
商
工
会
連
合
会
長
表
彰
は
、

平
成
25
年
５
月
中
に
事
業
所
へ
伝
達
。

北海道製鎖㈱工場内を視察

永
年
勤
続
従
業
員
表
彰

（
受
賞
者
）

工
業
部
会
視
察
研
修

　

平
成
25
年
度
の
永
年
勤
続
従
業
員
表
彰

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◦ 

５ 

年
…
…
大
槻
勝
成
・
向
岩
克
裕
・
枇

杷
木
肇
・
吉
崎
真
須
美（
㈲
片
山
電
気
商

会
）、溝
口
雄
己（
㈱
ユ
ー
ト
ピ
ア
知
床
）、

横
田
拓
巳（
㈱
藤
苑
）、加
藤
伸
也（
㈱
中
田

建
機
）、釣
場　

光（
㈱
野
尻
正
武
商
店
）、

金
子　

誠
・
竹
内
正
人（
辰
三
興
業
㈱
）、遠

藤
奈
々
・
近
藤
麻
紀
子（
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン

斜
里
ウ
ト
ロ
店
）、金
子
瑞
恵（
大
成
工
業

㈱
）、高
橋
洸
貴（
ハ
ン
ド
ル
知
床
ク
リ
ー
ン

サ
ー
ビ
ス
㈲
）、桑
島
一
彦（
斜
里
バ
ス
㈱
）、

酒
井
雄
一
・
高
橋
太
一
・
扇　

智（
㈱
美
咲

興
業
）、佐
藤
雅
子
・
三
谷
俊
博
・
吉
島
マ
キ

子
・
山
田
め
ぐ
み（
㈱
知
床
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ

ル
）

◦
10
年
…
…
堀
美
津
恵
・
波
佐　

崇（
サ

ン
エ
イ
工
業
㈱
）、小
山
田
栄
子
・
吉
村
理
恵

（
㈱
中
田
建
機
）、岩
佐
奈
美（
斜
里
町
商

工
会
）、久
野
一（
大
成
工
業
㈱
）、小
林
智
成

（
ハ
ン
ド
ル
伊
藤
産
業
㈲
）、元
村
徹
子（
セ

ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
斜
里
青
葉
町
店
）、小
野
寺

朋
子（
㈲
ト
ラ
イ
ベ
ッ
カ
）、曽
我
渉（
斜
里

ア
ポ
ロ
石
油
㈱
）、須
藤
優
治
・
千
葉
巨
人
・

渡
辺
健
吾
・
菅
絵
里
香（
斜
里
バ
ス
㈱
）、水

野
朋
広（
㈱
美
咲
興
業
）、渋
谷
隆
雄
・
伊
勢

洋
一
郎
・
今　

良
太
・
前
田
明
彦
・
横
田
典
生

（
㈱
知
床
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
）

◦

15
年
…
…
八
十
木
貴（
サ
ン
エ
イ
工

参
考
に
な
っ
た
研
修
で
あ
っ
た
。



（3）　第387号 H.25.11.　1　斜里町商工会だより

10
月
６
日
㈰
ア
ジ
ア
ン
プ
ロ
レ
ス
リ
ン

グ
（
代
表 

畠
中
浩
旭
）
に
よ
る
「
チ
ャ

リ
テ
ィ
プ
ロ
レ
ス
in
し
ゃ
り
」
が
行
わ
れ

た
。
場
所
は
斜
里
町
産
業
会
館
２
階
大
ホ

ー
ル
。

こ
の
興
業
は
チ
ャ
リ
テ
ィ
プ
ロ
レ
ス
と

い
う
こ
と
も
あ
り
試
合
に
先
立
っ
て
ア
ジ

ア
ン
プ
ロ
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
兼
代
表
の
畠

中
さ
ん
か
ら
斜
里
町
自
治
会
連
合
会
児
童

10
月
16
日
㈬
公
益
社
団
法
人　

網
走
地

方
法
人
会
斜
里
支
部
主
催
の
経
営
セ
ミ
ナ

ー
が
斜
里
町
産
業
会
館
２
階
大
ホ
ー
ル
に

お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

講
師
は
斜
里
町
出
身
で
現
在
は
宮
城
県

仙
台
市
在
住
の
株
式
会
社
メ
デ
ィ
カ
ル
ラ

イ
フ
サ
ー
ビ
ス
代
表
取
締
役　

江
尻　

毅

氏
(44)
。「
経
営
環
境
の
変
化
を
踏
ま
え
た

企
業
の
生
き
残
り
方
策
」
と
い
う
テ
ー
マ

で
約
一
時
間
半
、
熱
い
講
演
と
な
っ
た
。

当
日
は
斜
里
町
に
も
台
風
26
号
が
接
近

し
、
大
変
な
暴
風
雨
と
な
り
、
大
ホ
ー
ル

は
多
少
の
雨
漏
り
と
い
う
状
況
の
中
、
多

福
祉
部
会
（
部
会
長 

上
野
敏
雄
）
へ
チ

ケ
ッ
ト
の
売
り
上
げ
の
一
部
が
手
渡
さ
れ

大
き
な
拍
手
が
沸
き
上
が
っ
た
。

会
場
は
ほ
ぼ
満
席
だ
っ
た
が
、
序
盤
の

シ
ン
グ
ル
マ
ッ
チ
は
「
こ
の
人
た
ち
、
ホ

ン
ト
に
レ
ス
ラ
ー
？
」
と
思
う
よ
う
な
体

格
の
選
手
達
が
登
場
し
、笑
い
を
誘
っ
た
。

序
盤
は
少
々
静
か
だ
っ
た
会
場
も
、
中
盤

か
ら
の
タ
ッ
グ
マ
ッ
チ
あ
た
り
か
ら
段
々

と
盛
り
上
が
り
大
き
な
拍
手
や
声
援
が
聞

か
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ま
ず
ま
ず
の
盛
況

ぶ
り
だ
っ
た
。

レ
ス
ラ
ー
と
名
乗
っ
て
い
る
以
上
、
技

う
ん
ぬ
ん
の
前
に
身
体
の
見
た
目
で
観
客

を
魅
了
す
る
存
在
感
を
期
待
し
て
い
た
が
、 

バ
ラ
エ
テ
ィ
を
存
分
に
含
む
プ
ロ
レ
ス
も

実
際
に
観
戦
す
る
と
面
白
い
も
の
だ
な
と

感
じ
た
。

く
の
参
加
者
が
集
ま
り
、
セ
ミ
ナ
ー
へ
の

関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え
た
。

　

講
演
内
容
は
大
き
く
４
つ
に
構
成
さ

れ
、
丁
寧
な
講
演
に
来
場
者
は
深
く
う
な

ず
い
た
り
メ
モ
を
取
り
な
が
ら
聞
い
て
い

た
。
特
に
江
尻
さ
ん
自
身
が
関
わ
っ
て
き

た
医
療
法
人
の
経
営
立
て
直
し
の
話
が
と

て
も
面
白
く
興
味
深
か
っ
た
。　　
（
渡
辺
）

　

日
本
政
策
金
融
公
庫
で
は
、
年
末
資
金

及
び
国
の
教
育
ロ
ー
ン
の
貸
し
出
し
を
次

の
要
領
で
行
っ
て
い
る
。

■
年
末
資
金

▽
融
資
額　
普
通
貸
付
４
８
０
０
万
円

　
　
　
　
　

以
内

▽
利
　
率　
年
１
・
45
％
～
３
・
65
％

　
　
　
　
　
　

（
10
月
９
日
現
在
）

▽
使
　
途　
商
品
仕
入
れ
や
、
買
掛
金
、

手
形
決
済
、
賞
与
な
ど
の
諸

経
費
支
払
い
、
車
両
、
機
械

購
入
や
店
舗
事
務
所
の
改
装

な
ど

▽
返
済
期
間
・
運
転
資
金
５
年
以
内
（
う

　
　
　
　
　
　

ち
元
金
据
置
１
年
以
内
）

　
　
　
　
　

・
設
備
資
金
10
年
以
内
（
う

　
　
　
　
　
　

ち
据
置
２
年
以
内
）

※
お
使
い
み
ち
、
ご
返
済
期
間
ま
た
は
担

保
・
保
証
人
の
有
無
に
よ
っ
て
異
な
る
利

率
が
適
用
さ
れ
る
。

■
国
の
教
育
ロ
ー
ン

▽
対
象
者　
高
校
・
大
学
・
専
門
学
校
な

　
　
　
　
　

ど
に
入
学
・
在
学
さ
れ
る
方

　

平
成
25
年
度
下
期
（
10
月
～
３
月
）
の

適
用
融
資
利
率
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

■
一
般
融
資
利
率

　
　

積
立
範
囲
内　

０
・
40
％

　
　

３
年
以
内　
　

０
・
70
％

　
　
　
　
（
＋
０
・
８
％
損
害
補
填
基
金
）

　
　

３
年
超
５
年
以
内　

０
・
75
％

　
　
　
　
（
＋
０
・
８
％
損
害
補
填
基
金
）

　
　

５
年
超
10
年
以
内　

０
・
80
％

　
　
　
　
（
＋
０
・
８
％
損
害
補
填
基
金
）

　
　
　
　
　

の
保
護
者
等

▽
使
　
途　
入
学
時
・
在
学
時
に
か
か
る

　
　
　
　
　

費
用

▽
融
資
額　
学
生
・
生
徒
一
人
に
つ
き

　
　
　
　
　

３
０
０
万
円
以
内

▽
利
　
率　
年
２
・
55
％

　
　
　
　
　

（
10
月
９
日
現
在
）

▽
返
済
期
間　
15
年
以
内
（
在
学
期
間
内

　
　
　
　
　
　

で
元
金
を
据
置
が
で
き
る
）

　

日
本
政
策
金
融
公
庫
北
見
支
店

　
　
　
　
　
　
　
　

（
国
民
生
活
事
業
）

　
　
　
　
　

０
１
５
７
‐
24
‐
４
１
１
５

チ
ャ
リ
テ
ィ
プ
ロ
レ
ス
開
催

年
末
資
金
の
準
備
は
お
早
め
に
！

◦
日
本
政
策
金
融
公
庫

◦
商
工
貯
蓄
共
済
融
資

中
小
企
業
大
学
旭
川
校

研
修
の
ご
案
内

経
営
セ
ミ
ナ
ー
開
催

（
法
人
会
）

テ
ー
マ　
税
務
か
ら
み
る
経
営
改
善
講
座

期
　
間　
平
成
26
年
1
月
16
～
17
日

対
象
者　
経
営
者
・
経
営
幹
部

問
い
合
わ
せ
先

中
小
企
業
大
学
校
旭
川
校

〒
０
７
８

−

８
５
５
５
　
旭
川
市
緑
が
丘

東
３
条
２
丁
目
２
番
１
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
１
６
６

−

65

−

１
２
０
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
１
６
６

−

65

−

２
１
９
０

７年ぶりのプロレス
開催！

講演終了後の
講師の江尻さん
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＊
今
年
度
か
ら
広
報

委
員
会
に
所
属
ピ
カ

ピ
カ
の
一
年
生
で

す
！
何
を
書
い
た
ら

よ
い
の
や
ら
…
。
前

置
き
は
こ
れ
く
ら
い
に
し
て
。

＊
食
の
安
全
安
心
に
つ
い
て
。
ま
ず
、
平

成
11
年
度
か
ら
Ｊ
Ａ
Ｓ
法
の
認
証
制
度
の

認
定
を
受
け
た
も
の
し
か
、有
機
栽
培（
オ

ー
ガ
ニ
ッ
ク
）
と
し
て
表
示
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。

＊
昨
今
は
様
々
な
表
示
を
目
に
し
、
色
々

な
言
葉
が
聞
か
れ
ま
す
…
「
無
農
薬
」

「
減
農
薬
」「
低
農
薬
」「
無
化
学
肥
料
栽

培
」「
減
化
学
肥
料
栽
培
」「
減
農
薬
無
化

学
肥
料
栽
培
」
な
ど
、
ど
こ
が
ど
う
違
う

の
か
、
ど
れ
が
安
全
な
の
か
、
分
か
ら
な

く
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
農
林
水
産
省
は
平
成
16
年
、
消
費
者

が
誤
解
を
招
き
や
す
い
と
い
う
こ
と
か

ら
、
こ
れ
ら
す
べ
て
を
「
特
別
栽
培
農
産

物
」
と
統
一
し
て
表
示
さ
せ
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

＊
農
産
物
は
大
き
く
３
つ
に
分
類
で
き
ま

す
。
一
、
有
機
栽
培
農
産
物
。
二
、
特
別

栽
培
農
産
物
。
三
、
一
般
栽
培
農
産
物
。

「
有
機
栽
培
農
産
物
」
と
は
、
化
学
合
成

農
薬
と
化
学
肥
料
を
使
用
し
な
い
農
産
物

で
す
。
そ
の
点
に
お
い
て
第
三
者
機
関
が

チ
ェ
ッ
ク
し
、
時
に
は
罰
則
も
あ
り
ま

す
。
「
特
別
栽
培
農
産
物
」
と
は
、
農
薬

の
使
用
回
数
慣
行
的
使
用
回
数
の
50
％
以

下
か
つ
、
肥
料
に
つ
い
て
は
化
学
肥
料
の

窒
素
成
分
量
の
50
％
以
下
の
農
産
物
で

す
。
一
定
の
基
準
は
あ
り
ま
す
が
法
的
義

務
も
罰
則
も
な
い
こ
と
か
ら
、
生
産
者
の

自
発
的
な
行
動
に
よ
っ
て
守
ら
れ
る
性
格

の
も
の
で
す
。
「
一
般
栽
培
農
産
物
」
と

は
、
地
域
（
北
海
道
）
従
来
か
ら
慣
行
的

に
行
わ
れ
て
い
る
成
分
使
用
回
数
で
作
ら

れ
て
い
る
農
産
物
で
す
。

＊
地
域（
北
海
道
）の
従
来
か
ら
行
わ
れ
て

い
る
農
薬
慣
行
レ
ベ
ル
の
例
。
①
玉
ね
ぎ

＝
28
～
30
回
②
き
ゅ
う
り
＝
33
回
「
培
農

産
物
」
と
統
一
し
て
表
示
→
ハ
ウ
ス
抑
制

に
至
っ
て
は
49
回
③
ば
れ
い
し
ょ
＝
21
回

＊
従
っ
て
、
有
機
栽
培
と
表
示
さ
れ
て
い

る
も
の
は
一
番
信
頼
で
き
安
心
安
全
と
言

え
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
生
産
者
の
顔
が

見
え
る
地
場
農
産
物
も
、
安
心
で
安
全
な

食
品
と
い
え
る
で
し
ょ
う
！　
　
（
竹
田
）

会
員
の
状
況

加
　
入
　
者

◦
居
酒
屋　

み
ち
く
さ　
　

浦
屋　

政
広

組 

織 

変 

更

◦
㈲
丸
三
グ
レ
ー
ス

　

→
ス
ナ
ッ
ク
ダ
ン
ヒ
ル　

川
西
由
紀
子

 

平
成
25
年
11
月
1
日
現
在
会
員
数 

367
名

〇
年
末
調
整
説
明
会

　
　

◦
と　

き　

11
月
20
日
㈬　

午
後
２
時
〜

　
　

◦
と
こ
ろ　

ゆ
め
ホ
ー
ル
知
床 

〇
決
算
・
消
費
税
説
明
会

　
　

◦
と　

き　

12
月
３
日
㈪　

午
前
10
時
〜

　
　

◦
と
こ
ろ　

産
業
会
館
大
ホ
ー
ル 

〇
ふ
ら
っ
と
ナ
イ
ト

　
　

◦
と　

き　

11
月
８
日
㈮　

午
後
７
時
〜　

雨
天
決
行
！

　
　

◦
と
こ
ろ　

実
施
商
店
街 

北海道
最低賃金
　北海道内で事業を営む使用者及びその事業場で働くすべての労働
者（臨時、パートタイマー、アルバイト等を含む）に適用される北
海道（地域別）最低賃金が上のとおり改正されました。
○最低賃金には、精皆勤手当、通勤手当、家族手当、臨時に支払わ
れる賃金、及び時間外等割増賃金は算入されません。

○最低賃金額以上の賃金を支払わない場合は、最低賃金法違反とし
て処罰されることがあります。

「必ずチェック 最低賃金！使用者も労働者も」

時間額 734円
平成25年10月18日 発効

　事業主の皆さん。労働保険の加入はお済みですか。
　労働保険に加入して、従業員の方々が安心して働ける職場にしま
しょう。
　労働保険とは、労災保険と雇用保険の総称で、労働者の生活の安
定、福祉の増進等を図ることを目的に、国が直接管理運営している
保険です。農林水産業の一部を除き、労働者を一人でも雇用する事
業については、法人・個人を問わず加入が義務づけられています。
　厚生労働省では、「未手続事業の一掃」を年間を通じた主要課題
と位置付けたうえで、
11月を「労働保険適用
促進強化期間」とし、
集中的に広報活動を展
開し、労働保険制度の
より一層の理解、周知
を図ることとしており
ます。

11月は労働保険適用促進月間です！

問い合わせ先

最寄りの労働基準監
督署・公共職業安定
所


